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釈に非常に有意義であり,望まれる.

雪氷を対象とするGPR探査では様々な研究が

考えられる.本稿では,積雪水量の非破壊調査に

有効であることを示した.継続観測による雪氷構

造の変化や不純物層(黄砂など)の調査として,

GPR探査は,環境変動の研究にも貢献できると考

えている.
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<受付:1999年4月1日>

通商産業省工業技術院地質調査所

日時:1999年7月30日(金)

展示:9:30-16:30説明会:12:00-13:00

場所:地質調査所研究本館正面玄関ロビｰ

最新地質図発表会

(入場無料)

(茨城県つくば市)

地質調査所では咋年9月以降に新しく出版された地質図類の発表会を行います.地質図類は､5万分の1地質図幅6地域,

20万分の1地質図幅｢村上｣｢金沢｣,鉱物資源図｢関東甲信越｣,重力団｢帯広｣｢旭川｣のほか,日本列島キ地温勾配図,

日本列島重力団,中国モウス砂漠水理地質図などがあります.

平易な説明文のほか昼の時間帯には著者がポスタｰセッション形式で内容について説明いたしますので,行政関係の方

など地質を専門としない方もどうぞおいでください.これらの地質図を購入することもできます.また,当日は工業技術

院の統一公開日ですので他の各研究所も見学できます.

問い合わせ先:

地質調査所広報係電語:0298-54-3520ファックス:0298-54-3504

ホｰムペｰジ:http://www.gsj.gojp/HomePageJPムtml

交通:

･東京駅八重洲南口から,常磐高速バスつくばセンタｰ行き(12-15分間隔),

並木大橋下車徒歩12分

･JR常磐線荒川沖駅東口から関東鉄道バス筑波大学中央行き.並木2丁目下車

･常磐自動車道桜土浦ICから5分

徒歩5分
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